
令和2年度 計

円 円 円 円 円 円

32,230,000 32,230,000

交付金額 31,500,000 31,500,000

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名
三沢対地射爆撃場関連公共用施設（医療施設：泊診療所医療機器購
入）整備事業

補 助 事 業 者 名 　六ヶ所村長　戸田　衛

実 施 場 所 　六ヶ所村大字泊字川原159番地17

補 助 事業 の成 果の 目標

　泊診療所において使用しているX線透視診断装置及び一般撮影装置
は、平成22年2月に特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用して導入
し、導入から10年経過したことに伴い交換部品の供給が困難になってい
るほか、機器の故障のリスクが高まっている。
　そのため、当交付金を活用して両機器を更新し、安定した医療サービ
スの向上を図るものである。

補 助 事 業 の 内 容  Ｘ線透視診断装置、一般撮影装置　各一式

事業の改善措置及び今後
の対応

　今後とも地域住民への安定した医療サービスの提供を図り、機器の保
守管理を行う。

事業評価に際しての第三者
機関の活用の有無

　無

補助事業の始期及び終期 令和2年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

　更新した医療機器の操作を行う医師より、X線透視診断装置は診断画
像及び画像処理速度の向上により検査の効率化が図られ、被ばく低減
により安心で安全な検査が可能になったこと、また、一般撮影装置は遠
隔操作卓から簡単に撮影条件の設定が可能になり、臥位撮影台が昇降
式になったことで被検者の安全性が向上したとの意見をいただいた。
　このことから、本事業の実施により地域住民への安定した医療サービス
の向上が図られたと評価する。
　地域住民への周知については、更新した医療機器に特定防衛施設周
辺整備調整交付金を活用していることを記載し、当交付金を活用して整
備したことを村のホームページ及び広報誌に掲載済みである。


